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　早
わ

稲
せ

田
だ

大学理工科の予科（本科
へ進む前の学年）へ入学した後も、
生
せい

活
かつ

費
ひ

と学費をまかなうのに生活
を切り詰

つ

め、夜間の仕事に就
つ

いて
いました。
　卒

そつ

業
ぎょう

後
ご

は会社に勤
つと

めましたが、
電気の研究をしたかったうえに恩

おん

師
し

の依
い

頼
らい

もあり、早稲田大学に戻
もど

りました。

　３年後に帰国してから、早
わ

稲
せ

田
だ

大学理工学部の教
きょう

授
じゅ

となった政太
郎は、テレビの実用化に向けて本

ほん

格
かく

的
てき

な研究に取り組み始めまし
た。
　このころ日本では、「テレビの
父 」 と 呼

よ

ば れ る 高
たか

柳
やなぎ

健
けん

次
じ

郎
ろう

が
1926（大正15）年、世界で初

はじ

め
てブラウン管

かん

を用いた電子式のテ
レビを開発していました。
　1930（昭和５）年、政太郎は
機
き

械
かい

式
しき

の早稲田式テレビジョンの
開発に成功し、東京・有楽町の朝

　政
まさ

太
た

郎
ろう

は下
しも

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

下
しも

野
の

方
かた

村
むら

（現
げん

魚
うお

津
づ

市
し

）で農家の三男に生まれま
した。家は貧

まず

しく、魚津町（現魚
津市）の医院で薬局の見習いとし
て働

はたら

きながら勉強し、東京の中学

　第一次世界大戦
せん

後
ご

、電
でん

圧
あつ

や周
しゅう

波
は

数
すう

＊は安定していませんでした。
そこで、政

まさ

太
た

郎
ろう

はそれらの変
へん

動
どう

に
影
えい

響
きょう

されない正確な時計を作ろう
と考えました。政太郎は、磁

じ

気
き

の
力で物

ぶっ

質
しつ

がわずかに変
へん

形
けい

する作用
を利

り

用
よう

して、いろいろな時計を
作ったことで知られています。中
でも1931（昭和６）年、東京・
上野のビルの壁

かべ

に設
せっ

置
ち

された「世
界一 超

ちょう

大時計」は、 直
ちょっ

径
けい

18mの
文
も

字
じ

盤
ばん

にネオンで輝
かがや

く長針と短針
が取り付けられ、当時の人々を
びっくりさせました。
　ほかにも政太郎は、温度自動巻

まき

時計、気
き

圧
あつ

自動時計、光時計など
のいろいろな時計をたくさん作っ
ています。
　また、電気が流れるときに磁気
が発生する働

はたら

きで新しいことがで

きないかを研究したいと考えた政
太郎は1936（昭和11）年、「電磁
工業研究所」（現

げん

電磁応
おう

用
よう

研究所）
に招

まね

かれ、後に所長になりました。
　第二次世界大戦後、深

しん

刻
こく

な 食
しょく

糧
りょう

不足が問題になったときには、
ご飯

はん

の代わりに食べられたサツマ
イモを長期間保

ほ

存
ぞん

する保存装
そう

置
ち

を
発明しました。
　政太郎の特

とっ

許
きょ

取得数は60件
けん

にも
およびます。政太郎の業

ぎょう

績
せき

は高く
評
ひょう

価
か

され、魚
うお

津
づ

市
し

の名
めい

誉
よ

市民第１
号になりました。

・貧
ま ず

しくても希
き

望
ぼ う

をもって生きる
・だれもやっていないことに挑

ちょう

戦
せ ん

する
・困

こ ま

っている人を助けることを考える

貧
ま ず

しい中で勉学に励
は げ

む

社会に役立つものをつくりたい

世界初
は つ

の大
お お

型
が た

テレビ公開実
じ っ

験
け ん

校に進みました。家計が苦しかっ
たので学

がく

費
ひ

と生活費のため学校か
ら帰った後、毎日夜遅

おそ

くまで働き
ました。それでも中学校は優

ゆう

秀
しゅう

な
成
せい

績
せき

で卒
そつ

業
ぎょう

しました。

　政太郎が最
さい

初
しょ

に発明したのは同
期電動機

き

という特
とく

殊
しゅ

なモーターで
す。1922（大正11）年には助

じょ

教
きょう

授
じゅ

となり、その後、モーターの特
とっ

許
きょ

料
りょう

を使ってアメリカ・イギリス・
フランスへ 留

りゅう

学
がく

しました。ヨー
ロッパ各国で目にしたのは、日本
よりはるかに進んでいたテレビに
関
かん

する研究でした。

日新聞社の講
こう

堂
どう

で、世界で初めて
テレビの公開実

じっ

験
けん

を成
せい

功
こう

させまし
た。
　政太郎の早稲田式テレビジョン
は大型スクリーンに映

うつ

し出すこと
ができるという、電子式との大き
な違

ちが

いがありました。
　翌

よく

年には早稲田大学野球部の試
し

合
あい

の模
も

様
よう

を画
が

像
ぞう

で理工学部研究室
へ送

そう

信
しん

し、世界で初めて屋外での
実
じっ

況
きょう

中
ちゅう

継
けい

を行いました。
　このテレビの発明は、現

げん

在
ざい

のよ
うにテレビが当たり前の社会がで

たくさんの発明を発表 1890（明治 23）..................................0 歳
さい

下
しも

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

下
し

野
もの

方
かた

村
むら

に生まれる
1915（大正４）................................ .25 歳
早
わ

稲
せ

田
だ

大学理工科を卒業
1922（大正 11）.............................. .32 歳
助
じょ

教
きょう

授
じゅ

となり欧
おう

米
べい

へ留
りゅう

学
がく

1926（大正 15）.............................. .36 歳
早稲田大学の教

きょう

授
じゅ

になる
1930（昭和 5）................................ .40 歳
早稲田式テレビジョンの開発に成

せい

功
こう

1931（昭和 6）................................ .41 歳
東京・上野に世界最大級の時計を設

せっ

置
ち

1949（昭和 24）.............................. .59 歳
サツマイモの保

ほ

存
ぞん

装
そう

置
ち

を開発
1964（昭和 39）.............................. .74 歳
勲
くん

四
よん

等
とう

旭
きょく

日
じつ

小
しょう

綬
じゅ

章
しょう

を受章
1970（昭和 45）.............................. .80 歳
魚
うお

津
づ

市の名
めい

誉
よ

市民に選
えら

ばれる
1983（昭和 58）.............................. .93 歳
亡
な

くなる

　政
ま さ

太
た

郎
ろ う

は業
ぎょう

績
せ き

が評
ひょう

価
か

されてから
も生まれ故

こ

郷
きょう

の魚
う お

津
づ

を愛
あ い

してやま
ない人でした。こんな詩を残

の こ

して
います。

「う（産）んでくれたるわたしの魚
津／おん（恩

お ん

）は絶
ぜ っ

対
た い

わすれない
／づうま（老人）になった今日ま
でも」。この詩は顕

け ん

彰
しょう

碑
ひ

にも書かれ
ています。

育てられた魚
う お

津
づ

を忘
わ す

れない

必
ひ つ 　 よ う

要なものを発明しよう
川

か わ ら

原田
だ

 政
ま さ

太
た

郎
ろ う

1890（明治23）年８月７日―1983（昭和58）年９月６日

世界初
はつ

のテレビの公開実
じっ

験
けん

電気時計を発明 サツマイモの保
ほ

存
ぞん

装
そう

置
ち

を開発

コ ラ ム

 ＊周波数【しゅうはすう】　電波、音波などで電気振
しん

動
どう

の 周
しゅう

期
き

的
てき

変
へん

化
か

が１秒間に繰
く

り返される回数のことです。単
たん

位
い

は Hz（ヘルツ）です。

きる基
き

礎
そ

となりました。

政
まさ

太
た

郎
ろう

（中央）は、早
わ

稲
せ

田
だ

大学の予科に入学す
る前の１年間、天

てん
神
じん

尋
じん

常
じょう

小学校の先生になりま
した。（魚津市立本江公民館提供）

早
わ

稲
せ

田
だ

式テレビジョンのフィルム撮
さつ

影
えい

装
そう

置
ち

（電
磁応用研究所提供）

生家跡
あと

近くに建
た

つ顕
けん

彰
しょう

碑
ひ

（魚津市本江）

魚
うお

津
づ

市
し

の名
めい

誉
よ

市民となった政
まさ

太
た

郎
ろう

政
まさ

太
た

郎
ろう

と家族

サツマイモ保
ほ

存
ぞん

装
そう

置
ち

の温度 調
ちょう

節
せつ

部分（魚津歴史民俗博物館蔵）

当時世界一といわれた上野・地下鉄ストアの大時計


